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アメリカにおける国際安全保障研究の進展（下）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
際
安
全
保
障
研
究
の
進
展
（
下
）

宮　
　

岡　
　
　
　

勲

一　

は
じ
め
に

二　

ブ
ザ
ン
、
ハ
ン
セ
ン
『
国
際
安
全
保
障
研
究
の
進
展
』

三　

冷
戦
時
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
安
全
保
障
研
究

　
（
一
）　

黄
金
期
の
戦
略
研
究

　
（
二
）　

復
興
期
の
国
際
安
全
保
障
研
究

　
（
三
）　

安
全
保
障
研
究
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
論
争

（
以
上
、
八
十
九
巻
十
号
）

四　
『
Ｉ
Ｓ
』
の
研
究
対
象

　
（
一
）　

編
集
方
針
―
―
広
範
な
研
究
対
象
と
政
策
関
連
性

　
（
二
）　

軍
事
・
国
家
中
心
主
義

　
（
三
）　

安
全
保
障
概
念
の
拡
大
と
深
化

五　
『
Ｉ
Ｓ
』
の
研
究
手
法

　
（
一
）　

編
集
方
針
―
―
多
様
な
見
方
と
学
際
性

　
（
二
）　

中
心
的
な
理
論
と
方
法

　
（
三
）　

周
辺
的
な
理
論
と
方
法

六　

お
わ
り
に

（
以
上
、
本
号
）



2

法学研究 89 巻 11 号（2016：11）

四　
『
Ｉ
Ｓ
』
の
研
究
対
象

　
（
一
）　

編
集
方
針
―
︱
広
範
な
研
究
対
象
と
政
策
関
連
性

　
『
Ｉ
Ｓ
』
の
初
代
編
集
者
た
ち
は
、
一
九
七
六
年
出
版
の
創
刊
号
の
序
文
に
お
い
て
、
研
究
対
象
を
広
く
捉
え
て
い
く
こ
と
と
政

策
関
連
性
を
強
調
し
た
。
本
誌
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
た
国
際
安
全
保
障
は
、「
武
力
の
行
使
、
威
嚇
、
お
よ
び
管
理
に
重
点
を
置

き
つ
つ
も
、
国
民
国
家
シ
ス
テ
ム
の
構
造
と
そ
の
構
成
国
の
主
権
に
直
接
的
な
関
係
を
持
つ
要
因
の
す
べ
て
を
包
含
す
る
も
の
」
と

定
義
さ
れ
た（（
（

。
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
国
際
安
全
保
障
は
、
国
家
安
全
保
障
や
戦
略
よ
り
も
広
い
概
念
で
あ
る
。『
Ｉ
Ｓ
』
は
、

戦
略
研
究
の
課
題
で
あ
る
「
武
力
の
行
使
、
威
嚇
、
お
よ
び
管
理
」
の
問
題
を
重
視
し
な
が
ら
も
そ
れ
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
広
義
の

国
際
安
全
保
障
を
扱
う
雑
誌
と
し
て
出
発
し
た
。

　

初
代
編
集
者
た
ち
は
安
全
保
障
の
概
念
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

諸
国
は
、
自
国
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
、
軍
事
的
強
さ
、
経
済
的
活
力
、
お
よ
び
政
府
の
安
定
性
と
い
っ
た
通
常
の
方
法
だ
け
で
な
く
、
以

前
に
は
主
要
で
は
な
か
っ
た
能
力
、
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
科
学
技
術
、
食
糧
、
お
よ
び
天
然
資
源
の
観
点
か
ら
も
ま
す
ま
す
定
義

す
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
二
百
年
前
、
新
し
い
国
家
は
、
ろ
く
に
訓
練
さ
れ
て
い
な
い
民
兵
と
軍
用
に
転
換
さ
れ
た
商
船
の
船
団
で

も
っ
て
自
国
の
主
権
と
福
利
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
日
で
は
、
地
球
規
模
の
相
互
依
存
に
よ
り
、
貿
易
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
軍
需
品
、

お
よ
び
環
境
の
よ
う
な
国
境
横
断
的
な
懸
念
が
、
ど
の
繁
栄
社
会
の
安
全
保
障
の
考
慮
に
お
い
て
も
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

現
編
集
長
の
ミ
ラ
ー
に
よ
る
総
説
論
文
も
、
創
刊
号
の
序
文
に
言
及
し
な
が
ら
、『
Ｉ
Ｓ
』
の
持
続
的
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
広

範
な
研
究
対
象
」
を
挙
げ
て
い
る（（
（

。
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
が
比
較
的
に
軍
事
面
で
の
緊
張
緩
和
が
保
た
れ
て
い
た
七
〇
年
代
半
ば
に
登
場
し
た
こ

と
で
あ
る
。
コ
ヘ
イ
ン
と
ナ
イ
は
、『
パ
ワ
ー
と
相
互
依
存
』（
原
著
初
版
一
九
七
七
年
）
の
中
で
、
世
界
政
治
に
関
す
る
リ
ア
リ
ズ

ム
の
基
本
的
な
前
提
と
正
反
対
な
理
念
型
で
あ
る
「
複
合
的
相
互
依
存
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
理
念
型
に
は
、
①
正
式
な
外
交

組
織
に
限
定
さ
れ
な
い
、
国
境
を
越
え
る
多
様
な
関
係
、
②
国
家
目
標
に
お
け
る
軍
事
安
全
保
障
の
優
先
度
の
低
下
、
お
よ
び
③
政

策
手
段
に
お
け
る
軍
事
力
の
役
割
の
低
下
、
と
い
う
三
つ
の
主
要
な
特
徴
が
あ
る（（
（

。
こ
う
し
た
理
念
型
も
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
国
際
政
治
環
境
の
中
で
誕
生
し
た
『
Ｉ
Ｓ
』
は
、
そ
の
出
発
点
か
ら
安
全
保
障
概
念
の
拡
大
と
深
化
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、『
Ｉ
Ｓ
』
は
、
そ
の
創
刊
号
に
お
い
て
「
特
定
の
安
全
保
障
問
題
の
分
析
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
と
我
々
が
信
じ
る
政
策

関
連
性
の
あ
る
論
文
」
を
掲
載
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た（（
（

。
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、『
Ｉ
Ｓ
』
は
、
そ
の
後
も
政
策
関
連
性
を
重
視
し
て
き

た
と
い
う
。
す
べ
て
の
論
文
が
現
在
の
政
策
問
題
を
直
接
的
に
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
実
の
世
界
が
直
面
し
て
い
る
安

全
保
障
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
有
益
な
知
識
や
理
解
を
提
供
し
て
い
く
研
究
者
の
責
任
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る（（
（

。

こ
こ
で
政
策
関
連
性
が
あ
る
（Policy-relevant

）
と
は
、
政
策
が
課
題
と
し
て
い
る
問
題
の
性
質
を
理
解
す
る
う
え
で
有
益
な
知
識

を
提
供
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
日
々
の
政
策
決
定
に
対
し
特
定
の
選
択
肢
を
提
言
す
る
こ
と
（policy-oriented

）
と
は
異
な

る
（
（
（

。
要
す
る
に
、
そ
の
時
々
に
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
安
全
保
障
問
題
が
変
わ
れ
ば
、『
Ｉ
Ｓ
』
の
分
析
対
象
も
変
化
し
て
き
た

は
ず
で
あ
る
。

　

以
下
の
二
項
で
は
、
軍
事
・
国
家
中
心
主
義
と
安
全
保
障
概
念
の
拡
大
と
深
化
と
い
う
観
点
か
ら
『
Ｉ
Ｓ
』
に
掲
載
さ
れ
て
き
た

論
文
の
傾
向
を
考
察
す
る
。
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（
二
）　

軍
事
・
国
家
中
心
主
義

　

冷
戦
時
代
の
『
Ｉ
Ｓ
』
論
文
は
、
ソ
連
の
意
図
と
行
動
、
核
戦
力
や
核
戦
略
、
軍
備
管
理
、
通
常
戦
力
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
ソ
連
に

関
連
す
る
研
究
が
多
数
を
占
め
て
い
た（（
（

。
Ｉ
Ｓ
選
集
『
ソ
連
の
軍
事
政
策
』（
一
九
八
九
年
）
に
再
掲
載
さ
れ
た
論
文
が
代
表
的
な
も

の
で
あ
る（（
（

。
ま
た
、『
Ｉ
Ｓ
』
誌
上
で
は
、
ウ
ォ
ル
ト
の
「
復
興
」
論
文
が
挙
げ
て
い
た
研
究
対
象
の
三
つ
の
特
徴
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
つ
目
の
特
徴
で
あ
る
核
兵
器
政
策
に
関
す
る
論
文
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
選
集
『
戦
略
と
核
抑
止
』（
一
九
八
四
年
）

や
『
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
論
争
』（
一
九
八
六
年
）、『
核
外
交
と
危
機
管
理
』（
一
九
九
〇
年
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る（（
（

。
二
つ
目
と
三
つ

目
の
特
徴
で
あ
る
通
常
戦
争
と
大
戦
略
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
選
集
『
海
軍
戦
略
と
国
家
安
全
保
障
』（
一
九
八
八
年
）
や
『
通
常
戦
力

と
ア
メ
リ
カ
の
防
衛
政
策
』（
一
九
八
六
、
一
九
八
九
年
）
に
再
録
さ
れ
た
論
文
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

冷
戦
が
終
結
し
ソ
連
が
崩
壊
す
る
と
、『
Ｉ
Ｓ
』
が
分
析
す
る
研
究
対
象
の
内
容
と
優
先
度
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
ミ
ラ
ー
の
総
説
論
文
は
、
九
〇
年
代
の
研
究
対
象
に
関
す
る
特
徴
と
し
て
二
つ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
冷
戦
後
の
国
際
秩
序
や
そ
の
中
で
の
主
要
国
（
と
く
に
ア
メ
リ
カ
）
の
役
割
・
大
戦
略
な
ど
国
際
政
治
の
「
よ
り
基
本

的
な
問
題
」
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
こ
れ
は
、
ウ
ォ
ル
ト
の
「
復
興
」
論
文
が
指
摘
し
て
い
た
冷
戦
末
期
の

特
徴
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
範
疇
に
該
当
す
る
論
文
の
一
部
は
、
Ｉ
Ｓ
選
集
『
冷
戦
と
そ
の
後
―
平
和
へ
の
展
望
』（
一
九
九
一
、
一
九

九
三
年
）、『
変
化
し
つ
つ
あ
る
世
界
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
』（
一
九
九
二
年
）、
お
よ
び
『
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
的
選
択
』（
一
九

九
七
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
う
し
た
基
本
的
な
問
題
に
関
す
る
議
論
は
、
ミ
ラ
ー
の
総
説
論
文
が
掲
載
さ
れ
た

二
〇
〇
一
年
以
降
も
引
き
続
き
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｉ
Ｓ
選
集
『
卓
越
と
そ
の
不
満
諸
国
―
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー

と
国
際
的
安
定
』（
二
〇
〇
九
年
）
に
収
め
ら
れ
た
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
の
卓
越
（prim

acy

）
の
源
や
展
望
、
そ
れ
に
対
す
る
バ
ラ

ン
シ
ン
グ
（
均
衡
化
）
や
非
軍
事
的
な
ソ
フ
ト
・
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
る（（（
（

。
最
近
に
お
い
て
は
、
相
対
的
パ

ワ
ー
の
衰
退
に
応
じ
大
戦
略
上
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
収
縮
さ
せ
る
政
策
を
意
味
す
る
「
削
減
（retrenchm

ent

）」
の
是
非
を
め
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ぐ
り
論
争
が
行
わ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

第
二
に
、
冷
戦
後
に
お
い
て
「
多
く
の
新
し
い
問
題
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
た
と
え
ば
、
冷
戦
終

結
前
の
論
文
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ソ
連
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
が
、
冷
戦
後
の
論
文
は
ア
ジ
ア
や
中
国
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ

た
（
（（
（

。
そ
の
こ
と
は
、
Ｉ
Ｓ
選
集
『
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
』（
一
九
九
六
年
）
や
『
中
国
の
台
頭
』（
二
〇
〇
〇
年
）
の
出
版
に
表
れ
て

い
る（（（
（

。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
以
降
、
中
国
に
対
す
る
関
心
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。
電
子
版
の
Ｉ
Ｓ
論
文
集
『
ア
メ
リ
カ
と
中

国
』
に
は
、
中
国
の
海
軍
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
中
国
の
台
頭
と
ア
メ
リ
カ
の
衰
退
、
お
よ
び
中
国
の
自
己
主
張
の
強
さ
を
め
ぐ
り
論

争
と
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
の
論
文
や
往
復
書
簡
（correspondence

）
が
収
め
ら
れ
て
い
る（（（
（

。

　

テ
ロ
リ
ズ
ム
や
核
拡
散
は
、
二
〇
〇
一
年
以
降
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る（（（
（

。
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
論
文
は
、

Ｉ
Ｓ
選
集
『
核
武
装
化
―
核
拡
散
と
二
一
世
紀
に
お
け
る
国
際
安
全
保
障
』（
二
〇
一
〇
年
）
や
『
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い
―
原
因
、

戦
略
、
お
よ
び
対
応
』（
二
〇
一
〇
年
）、
お
よ
び
電
子
版
の
Ｉ
Ｓ
論
文
集
『
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
』（
二
〇
一
四
年
）
に
再
録
さ
れ

て
い
る（（（
（

。
な
お
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
焦
点
を
当
て
た
論
文
は
冷
戦
時
代
に
も
若
干
存
在
し
て
い
た
が（（（
（

、
九
〇
年
代
に
は
見
当
た
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
他
方
で
、
核
拡
散
は
、
一
九
七
七
年
冬
季
号
が
「
核
拡
散
に
関
す
る
新
し
い
見
解
」
と
題
す
る
特
集
を
組

み
六
本
の
関
連
論
文
を
掲
載
す
る
な
ど
、
初
期
の
『
Ｉ
Ｓ
』
で
も
注
目
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
八
〇
年
代
に
は

あ
ま
り
登
場
し
な
く
な
り
、
九
〇
年
代
に
は
再
登
場
し
て
い
る
。

　
（
三
）　

安
全
保
障
概
念
の
拡
大
と
深
化

　

本
節
第
一
項
で
引
用
し
た
創
刊
号
の
序
文
で
は
、
安
全
保
障
と
い
う
概
念
に
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
科
学
技
術
、
食
糧
、
お
よ

び
天
然
資
源
」
な
ど
の
非
軍
事
的
側
面
が
あ
り
、「
貿
易
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
軍
需
品
、
お
よ
び
環
境
の
よ
う
な
国
境
横
断
的
な
懸
念
」

に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
実
際
、
七
〇
年
代
の
『
Ｉ
Ｓ
』
に
は
、
ミ
ラ
ー
総
説
論
文
が
例
示
し
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て
い
る
と
お
り
、
安
全
保
障
に
お
け
る
人
権
の
役
割
や
人
口
増
加
の
安
全
保
障
上
の
影
響
、
そ
れ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
い
っ

た
非
軍
事
的
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
た（（（
（

。

　

前
項
で
み
た
と
お
り
、
七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
安
全
保
障
の
軍
事
的
側
面
に
関
す
る
論
文
が
紙
面
を
独
占
し

た
。
こ
れ
は
、
新
冷
戦
ま
た
は
第
二
次
冷
戦
と
呼
ば
れ
た
時
期
と
合
致
す
る
。
軍
事
的
脅
威
に
対
す
る
軍
事
的
手
段
の
行
使
に
着
目

す
る
と
い
う
点
で
、
黄
金
期
の
戦
略
研
究
と
継
続
性
が
あ
っ
た
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
言
葉
を
使
え
ば
、
新
冷
戦
も
「
ア
メ
リ
カ
の

安
全
保
障
政
策
を
軍
事
化
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
保
障
の
研
究
も
軍
事
化
し
た
」
の
で
あ
る（（（
（

。
よ
く
引
用
さ
れ
る
ウ
ォ
ル
ト
の

安
全
保
障
研
究
の
定
義
は
、
こ
の
八
〇
年
代
の
研
究
動
向
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
新
冷
戦
の
最
中
で
あ
っ
た
一
九
八
三
年
と
い
う
時
期
に
安
全
保
障
概
念
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
訴
え
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
た

の
も
『
Ｉ
Ｓ
』
で
あ
っ
た
。
ウ
ル
マ
ン
（Richard U

llm
an

）
の
論
文
「
安
全
保
障
の
再
定
義
」
は
、「
居
住
者
に
と
っ
て
の
生
活
の

質
の
低
下
」
あ
る
い
は
「
政
府
や
非
政
府
集
団
が
有
す
る
政
策
選
択
肢
の
範
囲
の
縮
小
」
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
安
全
保
障
へ
の

脅
威
を
再
定
義
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
再
定
義
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
環
境
の
質
の
急
激
な
悪
化
自
体
も
安
全
保
障
問
題
で
あ

る
と
い
う（（（
（

。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
拡
大
さ
れ
た
定
義
が
こ
の
学
術
雑
誌
で
定
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（（（
（

。

　

し
か
し
、
冷
戦
が
終
結
す
る
と
、
環
境
問
題
（
人
口
増
加
を
含
む
）
や
資
源
不
足
が
紛
争
に
与
え
る
影
響
へ
の
関
心
が
再
び
高

ま
っ
た（（（
（

。
た
と
え
ば
、
Ｉ
Ｓ
選
集
『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
危
険
―
国
際
安
全
保
障
の
変
化
し
つ
つ
あ
る
諸
側
面
』（
一
九
九
五
年
）
で
は
、

環
境
問
題
の
ほ
か
国
際
移
住
に
関
す
る
論
文
も
集
め
ら
れ
た（（（
（

。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
以
降
で
も
同
様
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ

選
集
『
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
危
険
―
国
際
安
全
保
障
の
変
化
し
つ
つ
あ
る
諸
側
面
』（
二
〇
〇
四
年
）
が
、
兵
器
（
核
兵
器
の
拡
散
、

生
物
兵
器
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
拡
散
の
管
理
）
や
国
境
横
断
的
ア
ク
タ
ー
（
テ
ロ
リ
ス
ト
、
非
政
府
組
織
、
お
よ
び
民
間
軍
事
産
業
）
と
と
も

に
、
安
全
保
障
の
非
軍
事
的
側
面
（
人
間
の
安
全
保
障
、
環
境
、
国
際
移
住
、
人
口
の
男
女
比
、
感
染
症
、
お
よ
び
人
道
支
援
）
に
関
す

る
論
文
を
再
掲
載
し
て
い
る（（（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
文
の
ほ
と
ん
ど
は
、
軍
事
的
紛
争
の
原
因
と
し
て
非
軍
事
的
側
面
に
注
目
し



7

アメリカにおける国際安全保障研究の進展（下）

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
環
境
悪
化
や
資
源
枯
渇
の
防
止
・
軽
減
そ
の
も
の
を
安
全
保
障
の
目
標
と
し
て
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
七
〇
年
代
と
同
様
に
、
安
全
保
障
概
念
の
拡
大
は
限
定
的
で
あ
る（（（
（

。

　

さ
て
、
安
全
保
障
概
念
の
深
化
に
つ
い
て
は
、
国
家
の
中
の
下
位
集
団
、
お
よ
び
個
人
に
脅
威
を
与
え
る
内
戦
と
い
う
テ
ー
マ
が

あ
る（（（
（

。
Ｉ
Ｓ
選
集
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
民
族
紛
争
』（
一
九
九
七
、
二
〇
〇
一
年
）
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
冷
戦
終
結
後
に
、

内
戦
の
原
因
、
国
際
的
な
対
応
策
、
お
よ
び
政
治
的
課
題
を
め
ぐ
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
た（（（
（

。
ま
た
、
安
全
保
障
概
念
の
拡
大
と
深
化

の
両
方
に
関
連
す
る
の
が
、
人
間
の
安
全
保
障
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
・
集
団
・
個
人
の
安
全
保
障
（
深
化
）
へ
の
軍
事
的
・
非

軍
事
的
脅
威
（
拡
大
）
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る（（（
（

。
人
間
の
安
全
保
障
に
関
連
す
る
論
文
は
、
少
数
な
が
ら
『
Ｉ
Ｓ
』
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（（（
（

。

五　
『
Ｉ
Ｓ
』
の
研
究
手
法

　
（
一
）　

編
集
方
針
―
︱
多
様
な
見
方
と
学
際
性

　

七
〇
年
代
初
頭
に
フ
ォ
ー
ド
財
団
か
ら
資
金
援
助
を
受
け
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
、
一
九
七
三
年
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
行
政
大
学
院
内

に
お
い
て
科
学
・
国
際
問
題
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
を
開
設
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
国
際
安
全
保
障
に
特
化
し
た
初
め
て
の

学
術
雑
誌
『
Ｉ
Ｓ
』
が
一
九
七
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
。
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、『
Ｉ
Ｓ
』
が
創
刊
さ
れ
る
前
に
は
、
そ
の
「
領
域
が
学

問
の
世
界
に
深
く
根
ざ
し
て
い
な
い
と
の
懸
念
」
が
あ
っ
た
と
い
う（（（
（

。
当
時
、
安
全
保
障
研
究
に
関
す
る
学
術
論
文
は
、
政
治
学
に

お
け
る
国
際
問
題
と
比
較
政
治
を
扱
う
学
術
雑
誌
『
世
界
政
治
（W

orld Politics

）』
に
と
き
ど
き
掲
載
さ
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た（（（
（

。

　
『
Ｉ
Ｓ
』
の
初
代
編
集
者
は
、
先
述
の
創
刊
号
の
序
文
に
お
い
て
、
研
究
手
法
と
し
て
多
様
な
見
方
と
学
際
性
を
重
視
し
て
い
く

方
針
も
明
示
し
て
い
る
。
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我
々
の
目
標
は
、
多
様
な
観
点
と
様
々
な
専
門
家
の
経
験
を
反
映
し
た
投
稿
を
通
じ
て
こ
れ
ら
［
安
全
保
障
］
の
問
題
の
時
宜
に
か
な
っ
た

分
析
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
学
際
的
雑
誌
は
、
国
際
社
会
の
こ
の
［
安
全
保
障
上
の
］
側
面
に
継
続
的
な
懸
念
を
有
す
る
学
者
、

科
学
者
、
実
業
家
、
軍
と
政
府
の
職
員
、
お
よ
び
社
会
の
人
々
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
と
し
て
提
供
さ
れ
る（

（（
（

。

そ
し
て
、
今
後
、「
国
際
安
全
保
障
の
議
論
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
種
々
の
立
場
を
明
確
に
す
る
の
に
必
要
な
、
幅
広
い
方
法
論
や

見
方
を
受
け
入
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

ミ
ラ
ー
の
総
説
論
文
は
、「
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
歴
史
、
技
術
、
政
治
学
、
お
よ
び
政
策
分
析
を

挙
げ
て
い
る（（（
（

。
同
様
に
、
最
新
の
『
Ｉ
Ｓ
』
投
稿
規
程
も
、
掲
載
論
文
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
歴
史
、
技
術
、
理
論
、
お
よ
び
政

策
と
い
う
四
つ
の
広
範
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
い
る（（（
（

。

歴
史
：
歴
史
上
の
出
来
事
の
新
し
い
情
報
ま
た
は
解
釈
を
提
供
す
る
論
文

技
術
：
国
際
安
全
保
障
の
科
学
的
・
技
術
的
側
面
の
分
析

理
論
：
武
力
の
行
使
・
威
嚇
・
管
理
に
関
連
す
る
国
際
関
係
理
論
を
提
案
・
検
証
・
修
正
・
適
用
す
る
論
文

政
策
：
現
代
の
安
全
保
障
政
策
問
題
の
分
析

投
稿
規
程
は
「
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
区
分
は
あ
る
程
度
重
な
っ
て
い
る
」
と
認
め
て
い
る
。

　
『
Ｉ
Ｓ
』
の
中
心
的
な
学
問
分
野
は
政
治
学
で
あ
る
。
ミ
ラ
ー
は
「
政
治
学
者
た
ち
は
、
い
つ
も
『
Ｉ
Ｓ
』
へ
の
主
要
な
投
稿
者

で
あ
る
と
同
時
に
、
同
誌
の
主
な
購
読
者
で
も
あ
り
続
け
て
き
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。
ま
た
、
投
稿
規
定
に
お
い
て
、
理
論
が
国
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際
関
係
理
論
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ミ
ラ
ー
の
総
説
論
文
は
「
多
様
な
見
方
」
と
い
う
編
集
方
針
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る（（（
（

。『
Ｉ
Ｓ
』
は
、
ア
メ
リ
カ
の

国
際
関
係
論
の
主
要
な
理
論
で
あ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
制
度
論
、
お
よ
び
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
関
す
る
論

文
を
出
版
し
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
定
量
的
研
究
や
平
和
研
究
に
関
す
る
論
文
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て

き
た
と
し
て
い
る（（（
（

。

　

た
だ
し
、
明
ら
か
に
、
本
誌
は
特
定
の
理
論
と
方
法
を
好
ん
で
き
て
い
る
。
ミ
ラ
ー
も
「
多
様
性
を
達
成
す
る
努
力
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
」
を
認
め
て
い
る（（（
（

。
以
下
の
二
項
で
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
の
理
論
と
方
法
を
中
心
的
な
も
の
と
周
辺
的
な
も
の
と
に
分
け
て
考

察
す
る
。

　
（
二
）　

中
心
的
な
理
論
と
方
法

　

初
期
の
『
Ｉ
Ｓ
』
は
あ
ま
り
学
術
的
で
は
な
か
っ
た
。
冷
戦
と
い
う
状
況
に
お
い
て
喫
緊
の
政
策
問
題
を
扱
う
論
文
が
多
数
を
占

め
、
ペ
レ
ス
（Shim

on Peres

）
イ
ス
ラ
エ
ル
前
大
統
領
や
シ
ュ
レ
シ
ン
ジ
ャ
ー
元
国
防
長
官
な
ど
も
寄
稿
し
て
い
た
。
ま
た
、
数

少
な
い
学
術
的
論
文
と
い
え
ば
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（Clausew

itz

）
の
『
戦
争
論
』
な
ど
の
戦
略
思
想
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

学
術
的
な
論
文
の
増
加
に
お
い
て
、
ま
ず
は
、
理
論
よ
り
も
歴
史
が
先
行
し
た
。『
Ｉ
Ｓ
』
誌
上
で
は
、
す
で
に
言
及
し
た
ア
メ

リ
カ
の
核
兵
器
政
策
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
範
な
冷
戦
史
や
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
経
緯
な
ど
に
関
す
る
論
文
も
掲
載
さ

れ
た（（（
（

。
と
く
に
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
冷
戦
時
代
か
ら
今
日
に
か
け
て
よ
く
議
論
さ
れ
る
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
す
る
論
文

の
一
部
は
、
Ｉ
Ｓ
選
集
『
軍
事
戦
略
と
第
一
次
世
界
大
戦
の
起
源
』（
一
九
八
五
、
一
九
九
一
年
）
や
電
子
版
の
Ｉ
Ｓ
論
文
集
『
第
一

次
世
界
大
戦
』（
二
〇
一
四
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
た
だ
し
、
国
際
関
係
理
論
の
論
文
が
増
え
た
冷
戦
終
結
後
に
お
い
て
、
ギ
ャ

デ
ィ
ス
（John Gaddis

）
な
ど
歴
史
学
の
教
授
に
よ
る
『
Ｉ
Ｓ
』
へ
の
投
稿
は
減
少
傾
向
に
あ
る（（（
（

。
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対
照
的
に
、
安
全
保
障
問
題
を
対
象
に
し
て
理
論
を
構
築
ま
た
は
検
証
す
る
論
文
が
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
っ
た
が
徐
々
に
増
え
て

い
っ
た（（（
（

。
ま
ず
は
八
〇
年
代
に
な
る
と
防
衛
政
策
の
国
内
要
因
や
政
策
決
定
者
の
認
識
、
そ
れ
に
攻
撃
・
防
御
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
を

扱
う
論
文
が
掲
載
さ
れ
た（（（
（

。
そ
し
て
、
冷
戦
が
終
結
す
る
と
、
ミ
ラ
ー
の
総
説
論
文
が
指
摘
す
る
と
お
り
『
Ｉ
Ｓ
』
は
「
よ
り
学
術

的
な
問
題
」
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（（（
（

。

　

さ
て
、『
Ｉ
Ｓ
』
の
掲
載
論
文
が
依
拠
す
る
理
論
は
、
ほ
と
ん
ど
が
リ
ア
リ
ズ
ム
か
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
い
ず
れ
か
で
あ
る（（（
（

。
こ
れ

ま
で
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
論
争
や
、
民
主
的
平
和
、
攻
撃
・
防
御
バ
ラ
ン
ス
、
相
対
的
利
得
、
相
互
依
存
、
国
際
制
度
、
お
よ

び
民
主
的
勝
利
な
ど
に
関
連
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
き
た（（（
（

。
こ
れ
ら
の
理
論
的
な
論
文
は
、
Ｉ
Ｓ
選
集
『
ア
ナ
ー
キ
ー
の
危
険
―

現
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
国
際
安
全
保
障
』（
一
九
九
五
年
）、『
民
主
的
平
和
論
を
め
ぐ
る
論
争
』（
一
九
九
六
年
）、『
戦
争
と
平
和
の

理
論
』（
一
九
九
八
年
）、『
攻
撃
、
防
御
、
お
よ
び
戦
争
』（
二
〇
〇
四
年
）、
お
よ
び
『
民
主
主
義
諸
国
は
戦
争
に
勝
利
す
る
の
か
』

（
二
〇
一
一
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
冷
戦
時
代
と
比
べ
る
と
、『
Ｉ
Ｓ
』
に
お
け
る
理
論
と
政
策
の
比
重
は
明
ら
か
に
前
者
が
重

く
な
っ
て
き
て
い
る（（（
（

。

　

そ
れ
で
も
、
ミ
ラ
ー
が
強
調
し
て
い
た
と
お
り
、『
Ｉ
Ｓ
』
は
政
策
関
連
性
も
重
視
し
て
い
る（（（
（

。
レ
ッ
プ
ゴ
ー
ル
ド
（Joseph 

Lepgold

）
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
を
国
際
関
係
論
に
関
す
る
雑
誌
の
第
二
グ
ル
ー
プ
「
問
題
志
向
の
パ
ズ
ル
（issue-oriented puzzles

）」

に
分
類
し
て
い
る（（（
（

。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
該
当
す
る
研
究
は
、
第
一
グ
ル
ー
プ
「
一
般
理
論
」
を
よ
り
具
体
的
な
問
題
に
応
用
す
る
も

の
で
あ
る（（（
（

。

　
『
Ｉ
Ｓ
』
誌
上
で
使
わ
れ
て
い
る
主
要
な
研
究
方
法
は
事
例
研
究
で
あ
る
。『
Ｉ
Ｓ
』
が
政
策
関
連
性
を
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
は
、

事
例
研
究
が
好
ま
れ
る
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う（（（
（

。
ス
ナ
イ
ダ
ー
（Jack Snyder

）
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
一
九
八
四
年
冬
季
号
の
論
文
の
中

で
、
次
の
と
お
り
述
べ
て
い
る
。
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必
要
な
の
は
、
一
方
の
厳
密
性
と
他
方
の
豊
か
さ
と
関
連
性
の
間
に
あ
る
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
最
小
限
に
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、

思
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
克
服
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
定
量
的
な
方
法
論
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
な
叙
述
と
い
っ
た
両
極
端

に
あ
る
も
の
の
間
に
あ
る
の
が
、
比
較
事
例
研
究
の
方
法
と
い
う
有
望
な
中
間
の
立
場
で
あ
る（

（（
（

。

九
〇
年
代
に
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
誌
上
で
定
性
的
な
リ
ア
リ
ス
ト
研
究
が
急
増
し
た（（（
（

。
ま
た
、
事
例
研
究
の
方
法
を
と
る
民
主
的
平
和
論

の
第
二
世
代
の
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

掲
載
論
文
の
主
要
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
つ
と
し
て
歴
史
を
挙
げ
て
い
る
『
Ｉ
Ｓ
』
に
と
っ
て
、
事
例
研
究
は
受
け
入
れ
や
す
い
研
究

方
法
で
あ
ろ
う
。
政
治
学
の
事
例
研
究
は
、
過
程
追
跡
や
因
果
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
考
え
方
な
ど
、
歴
史
学
の
手
法
と
多
く
の
共
通
点
を

持
っ
て
い
る（（（
（

。
政
治
学
と
歴
史
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
一
九
九
七
年
夏
季
号
の
特
集
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
歴
史
と
理
論
」

に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　
（
三
）　

周
辺
的
な
理
論
と
方
法

　

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
は
、
ブ
ザ
ン
、
ハ
ン
セ
ン
の
『
進
展
』
で
は
拡
大
・
深
化
ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
伝

統
的
な
『
Ｉ
Ｓ
』
の
誌
上
で
も
散
見
さ
れ
る
。
九
〇
年
代
に
は
、
た
と
え
ば
、
ア
ク
タ
ー
の
信
念
の
社
会
的
構
成
や
戦
略
文
化
に
関

す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
た（（（
（

。
二
〇
〇
一
年
以
降
に
も
、
関
連
論
文
は
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
挑
戦
す
る

と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
や
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
折
衷
的
に
補
完
す
る
と
い
う
論
文
が
多
い（（（
（

。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
認
識
論
上
の
実
証
主

義
を
受
け
入
れ
な
い
批
判
的
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
で
は
な
く
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
従
来
的
（conventional

）
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
依
拠
し
て
い
る（（（
（

。
確
か
に
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
は
、
一
般
的
に
広
義
の
批
判
理
論
に
含
ま
れ
る
も
の

で
は
あ
る
が（（（
（

、
従
来
的
な
も
の
は
伝
統
的
な
安
全
保
障
研
究
の
方
に
分
類
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、『
Ｉ
Ｓ
』
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
論
文
も
少
数
な
が
ら
掲
載
し
た
こ
と
が
あ
る（（（
（

。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に

依
拠
し
た
論
文
は
、「
我
々
は
、
従
来
的
な
経
験
的
方
法
が
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
研
究
に
と
っ
て
相
反
す
る
と
は
信
じ
な
い
。
実
際
の

と
こ
ろ
、
従
来
的
な
方
法
を
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
が
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
て
も
価
値
の
あ
る
洞
察
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る（（（
（

。『
Ｉ
Ｓ
』
は
、
研
究
方
法
が
従
来
的
（
＝
実
証
主
義
的
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
論
文
で
あ
っ
て
も
排
除
す
る

も
の
で
は
な
い
。

　

他
方
で
、
ポ
ス
ト
実
証
主
義
的
な
批
判
理
論
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ザ
ン
と
ハ
ン
セ
ン
は
『
Ｉ
Ｓ
』
が

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
、
あ
る
い
は
ポ
ス
ト
植
民
地
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
論
文
を
一
本
も
掲
載
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
証
主
義
的
な
研
究
も
存
在
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
除
け
ば
、
正
し
い
指
摘
で
あ
る
と
い
え
る（（（
（

。
こ
の

傾
向
は
、「
反
科
学
的
」、「
反
実
証
主
義
的
」
な
研
究
を
排
除
す
る
傾
向
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
・
国
際
関
係
論
の
特
徴
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（（（
（

。

　

さ
ら
に
、『
Ｉ
Ｓ
』
に
は
、
実
証
主
義
的
な
研
究
で
あ
っ
て
も
、
数
理
モ
デ
ル
や
数
量
的
分
析
を
使
っ
た
論
文
は
め
っ
た
に
載
せ

な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
学
の
主
要
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
研
究
方
法
に
関
す
る
調
査
（
二
〇
〇

三
年
）
に
よ
る
と
、「
調
査
さ
れ
た
す
べ
て
の
雑
誌
の
中
で
方
法
論
的
に
も
っ
と
も
多
様
性
の
度
合
い
が
低
か
っ
た
」
の
が
本
誌
で

あ
っ
た（（（
（

。
一
九
九
八
年
一
二
月
か
ら
過
去
に
遡
っ
て
調
査
し
た
百
本
の
論
文
の
中
で
、
統
計
を
使
っ
た
論
文
は
た
っ
た
四
つ
の
み
で

あ
り
、
ま
た
、
数
理
モ
デ
ル
を
使
っ
た
論
文
は
一
つ
も
な
か
っ
た
と
い
う（（（
（

。

　

と
く
に
数
理
モ
デ
ル
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
に
お
い
て
排
除
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ォ
ル
ト
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
一
九
九
九
年
春
季
号
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
の
中
で
、
最
近
の
数
理
モ
デ
ル
を
使
っ
た
合
理
的
選
択
理
論
に
つ
い
て
、
理
論
の
構
築
と
検
証
の
両
面
か
ら
「
復
興
」
論
文
で

示
し
た
否
定
的
な
見
方
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
と
き
に
ウ
ォ
ル
ト
が
個
別
具
体
的
に
批
判
し
た
文
献
は
す
べ
て
、
政
治
学
あ
る
い
は

国
際
関
係
論
に
関
す
る
（『
Ｉ
Ｓ
』
以
外
の
）
雑
誌
論
文
ま
た
は
図
書
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
こ
の
論
文
の
主
張
を
め
ぐ
る
論
争



13

アメリカにおける国際安全保障研究の進展（下）

は
、『
Ｉ
Ｓ
』
同
年
秋
季
号
の
誌
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
Ｉ
Ｓ
選
集
『
合

理
的
選
択
と
安
全
保
障
研
究
―
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ウ
ォ
ル
ト
と
批
判
者
た
ち
』（
二
〇
〇
〇
年
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る（（（
（

。

　

定
量
分
析
の
方
は
、
少
数
な
が
ら
『
Ｉ
Ｓ
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
九
〇
年
代
に

お
け
る
民
主
的
平
和
論
や
〇
〇
年
代
に
お
け
る
民
主
的
勝
利
論
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
、
一
部

の
論
文
で
定
量
分
析
が
使
わ
れ
て
き
た（（（
（

。
な
お
、
民
主
的
平
和
論
の
方
は
、
八
〇
年
代
に
お
い
て

は
『
紛
争
解
決
雑
誌
（Journal of Conflict R

esolution

）』（
以
下
『
Ｊ
Ｃ
Ｒ
』
と
略
記
）
な
ど
で

定
量
的
に
研
究
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
こ
の
学
術
雑
誌
は
、
数
理
モ
デ
ル
や
統
計
手
法
の
論
文
が
圧
倒
的

に
多
く
、
事
例
研
究
の
論
文
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ（（（
（

。

　

ち
な
み
に
、『
Ｊ
Ｃ
Ｒ
』
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
平
和
研
究
の
代
表
的
な
雑
誌
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る（（（
（

。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
で
『
Ｉ
Ｓ
』
の
論
文
を
検
索
す
る
と
、『
Ｊ
Ｃ
Ｒ
』
へ
の
言
及
が
あ
る

論
文
（
往
復
書
簡
や
書
評
論
文
を
含
む
）
の
比
率
は
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
（
表
２
参
照（

（（
（

）。
こ
れ

は
、『
Ｉ
Ｓ
』
が
方
法
論
を
超
え
て
平
和
研
究
の
成
果
に
関
心
を
強
め
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
お
り
興
味
深
い
。

六　

お
わ
り
に

　

本
稿
の
第
四
節
と
第
五
節
に
お
け
る
『
Ｉ
Ｓ
』
の
考
察
か
ら
は
次
の
結
論
が
導
か
れ
る
。
ま
ず
、

研
究
対
象
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
そ
の
と
き
ど
き
の
重
要
な
安
全
保
障
問
題
に
よ
り
研
究
対
象

表２　『ＪＣＲ』への言及がある『ＩＳ』の論文の比率

出版年 1976-1980 1981-1985 1986-1990
論文の比率 2%（4/201） 6%（10/173） 6%（10/172）

1991-1995 1996-2000 2001-2005 2006-2010
17%（21/123） 18%（24/136） 21%（28/133） 39%（50/129）

出典：JSTOR で検索した結果を基に筆者作成。
括弧内は（該当する論文数／論文総数）を示す。
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は
変
化
し
て
き
て
い
る
が
、
基
本
的
に
軍
事
・
国
家
中
心
主
義
と
い
う
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
。
第
二
に
、
本
誌
が
七
〇
年
代
の
デ
タ

ン
ト
期
に
創
刊
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
冷
戦
の
八
〇
年
代
を
除
き
安
全
保
障
研
究
の
限
定
的
な
拡
大
と
深
化
は
観
察
さ
れ
る
。
次

に
、
研
究
手
法
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
冷
戦
後
に
国
際
関
係
理
論
、
と
く
に
リ
ア
リ
ズ
ム
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
関
連
す
る
論
文
が

増
え
た
。
研
究
方
法
は
、
事
例
研
究
が
好
ま
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
実
証
主
義
的
な
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、

そ
れ
に
定
量
分
析
の
方
法
は
容
認
さ
れ
て
い
る
が
、
ポ
ス
ト
実
証
主
義
的
な
批
判
理
論
や
、
実
証
主
義
的
で
は
あ
っ
て
も
数
理
モ
デ

ル
を
使
っ
た
研
究
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
『
Ｉ
Ｓ
』
の
長
期
的
傾
向
と
第
三
節
で
考
察
し
た
冷
戦
時
代
に
お
け
る
安
全
保
障
研
究
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
ア

メ
リ
カ
で
は
黄
金
期
の
戦
略
研
究
と
は
異
な
る
国
際
安
全
保
障
研
究
が
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
、
と
の
と
り

あ
え
ず
の
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、
紙
面
の
制
約
も
あ
り
『
Ｉ
Ｓ
』
一
誌
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
以
上
の
考
察
は
、
ど
の
程
度
一
般
化
で
き
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
編
集
方
針
に
お
い
て
『
Ｉ
Ｓ
』
に
一
番
近
い
雑
誌
は
、
一
九
九
〇
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
安
全
保
障
研
究
（Security 

Studies

）』
で
あ
ろ
う（（（
（

。
詳
細
な
調
査
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
雑
誌
に
は
研
究
対
象
と
研
究
方
法
の
点
で
『
Ｉ
Ｓ
』
と
類

似
し
た
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（（（
（

。
ま
た
、
一
九
七
八
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
戦
略
研
究
誌
（Journal of Strategic Studies

）』

も
、
当
初
か
ら
「
理
論
志
向
の
歴
史
学
者
と
歴
史
志
向
の
政
治
学
者
の
両
方
を
歓
迎
」
し
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
戦
略
研
究
の
雑
誌

も
、
科
学
的
か
つ
学
際
的
で
あ
っ
た
黄
金
期
の
戦
略
研
究
よ
り
『
Ｉ
Ｓ
』
の
方
に
近
い
と
い
え
る（（（
（

。
こ
れ
ら
の
学
術
雑
誌
が
牽
引
し

て
い
る
国
際
安
全
保
障
研
究
は
、
よ
り
狭
義
の
戦
略
研
究
も
含
め
て
、
数
理
モ
デ
ル
や
計
量
分
析
で
は
な
く
、
事
例
研
究
や
歴
史
分

析
の
方
法
を
と
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る（（（
（

。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
関
連
雑
誌
と
の
『
Ｉ
Ｓ
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
安
全
保
障
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
が
参
考

に
な
る
。
ラ
セ
ッ
ト
（Bruce Russett

）
と
ア
ー
ノ
ル
ド
（T

aylor A
rnold

）
は
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
出
版
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さ
れ
た
国
際
安
全
保
障
研
究
の
学
術
雑
誌
三
七
誌
を
対
象
に
、
他
誌
を
引
用
し
て
い
る
パ
タ
ー
ン
か
ら
雑
誌
間
の
関
心
の
類
似
性
を

捉
え
よ
う
と
し
た（（（
（

。
こ
の
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
に
よ
る
と
、
平
和
研
究
の
専
門
誌（（（
（

と
安
全
保
障
研
究
の
専
門
誌（（（
（

が
そ
れ
ぞ
れ
上

下
に
離
れ
て
集
ま
り
、
そ
の
中
間
、
や
や
前
者
側
に
政
治
学
や
国
際
関
係
論
の
よ
り
包
括
的
な
雑
誌
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
ポ

ス
ト
実
証
主
義
的
な
国
際
関
係
論
の
雑
誌（（（
（

は
、
遠
く
離
れ
て
い
る
。
著
者
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
安
全
保
障
研
究
の
中
の
「
下
位

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
方
法
論
的
ま
た
は
理
論
的
に
区
別
し
う
る
」
の
で
あ
る（（（
（

。

　

な
お
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
方
法
論
的
・
理
論
的
な
違
い
も
あ
り
、
国
際
安
全
保
障
研
究
と
平
和
学
（peace studies

（
（（
（

）
の
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
て
き
た
。
同
国
に
本
拠
地
を
置
く
国
際
学
学
会
（International Studies A

ssociation

／
以

下
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
略
記
）
に
は
、
国
際
安
全
保
障
研
究
と
平
和
学
の
二
つ
の
部
会
（sections

）
が
併
存
し
て
い
る（（（
（

。
し
か
し
、『
Ｉ
Ｓ
』
誌

上
に
お
け
る
『
Ｊ
Ｃ
Ｒ
』
へ
の
言
及
の
増
加
と
い
う
興
味
深
い
傾
向
か
ら
は
、
ウ
ォ
ル
ト
、
ブ
ザ
ン
や
ハ
ン
セ
ン
が
指
摘
し
た
と
お

り
、
研
究
対
象
が
重
な
っ
て
い
る
国
際
安
全
保
障
研
究
と
平
和
学
が
部
分
的
に
収
斂
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、

こ
れ
ら
の
部
会
を
横
断
す
る
雑
誌
『
グ
ロ
ー
バ
ル
安
全
保
障
研
究
雑
誌
（Journal of G

lobal Security Studies

）』
を
二
〇
一
六
年

に
創
刊
し
て
い
る（（（
（

。

〔
付
記
〕

本
論
文
は
第
三
〇
回
（
平
成
二
三
年
度
）
櫻
田
會
政
治
助
成
を
受
け
た
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　T

he Editors, 

“Forew
ord,

” IS, 1-1 (Sum
m

er 1976), p. 2.

（
2
）　M

iller, 

“International Security,

” p. 7.

（
3
）　

コ
ヘ
イ
ン
、
ナ
イ
『
パ
ワ
ー
と
相
互
依
存
』
第
二
章
。

（
4
）　T

he Editors, 

“Forew
ord.

”
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（
5
）　M

iller, 

“International Security,

” pp. 13-14.

『
Ｉ
Ｓ
』
に
お
け
る
政
策
分
析
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。Ibid., pp. 11-

12, 37. 

な
お
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
今
日
の
政
治
学
や
国
際
関
係
論
で
は
、
政
策
関
連
性
の
優
先
度
は
高
く
な
い
。Bruce W

. 
Jentleson, 

“The N
eed for Praxis: Bringing Policy Relevance Back In,

” p. 169, IS, 26-4 (Spring 2002), pp. 169-183.
（
6
）　Gray, Public Policy, p. 2.

（
7
）　M

iller, 

“International Security,

” pp. 14-22. 

（
8
）　Sean M

. Lynn-Jones, Steven E. M
iller, and Stephen V

an Evera, eds., Soviet M
ilitary Policy (M

IT
 Press, 1989).

（
9
）　Steven E. M

iller, ed., Strategy and N
uclear D

eterrence (Princeton U
niversity Press, 1984); Steven E. M

iller and 
Stephen V

an Evera, eds., T
he Star W

ars Controversy (Princeton U
niversity Press, 1986); Sean M

. Lynn-Jones, 
Steven E. M

iller, and Stephen V
an Evera, eds., N

uclear D
iplom

acy and Crisis M
anagem

ent (M
IT

 Press, 1990).　

ま

た
、
次
の
文
献
に
も
、
該
当
す
る
『
Ｉ
Ｓ
』
論
文
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。M

iller, 

“International Security,

” pp. 8-9, 16-18.

（
10
）　Steven E. M

iller and Stephen V
an Evera, eds., N

aval Strategy and N
ational Security (Princeton U

niversity 
Press, 1988); Steven E. M

iller and Sean M
. Lynn-Jones, eds., Conventional Forces and A

m
erican D

efense Policy 
(Princeton U

niversity Press, 1986) and rev. ed. (M
IT

 Press, 1989).　

な
お
、『
Ｉ
Ｓ
』
一
九
八
九
年
夏
季
号
は
、「
ア
メ
リ
カ

の
利
益
の
定
義
と
防
衛
」
と
い
う
小
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
封
じ
込
め
戦
略
や
第
三
世
界
へ
の
関
与
の
見
直
し
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

（
11
）　M

iller, 

“International Security,

” pp. 27-28.

（
12
）　Sean M

. Lynn-Jones and Steven E. M
iller, eds., T

he Cold W
ar and A

fter: Prospects for Peace (M
IT

 Press, 1991) 
and exp. ed. (1993); Sean M

. Lynn-Jones and Steven E. M
iller, eds., A

m
ericaʼs Strategy in a Changing W

orld (M
IT

 
Press, 1992); M

ichael E. Brow
n et al., eds., A

m
ericaʼs Strategic Choices (M

IT
 Press, 1997) and rev. ed. (2000).

（
13
）　M

ichael E. Brow
n et al., eds., Prim

acy and Its D
iscontents: A

m
erican Pow

er and International Stability (M
IT

 
Press, 2009).

（
14
）　Paul K

. M
acD

onald and Joseph M
. Parent, 

“Graceful D
ecline? T

he Surprising Success of Great Pow
er Retrench

m
ent,

” IS, 35-4 (Spring 2011), pp. 7-44; K
yle H

aynes et al., 
“Correspondence: D

ecline and Retrenchm
ent: Peril or 

Prom
ise?

” IS, 36-4 (Spring 2012), pp. 189-203; Stephen G. Brooks, G. John Ikenberry, and W
illiam

 C. W
ohlforth, 
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“Donʼt Com
e H

om
e, A

m
erica: T

he Case against Retrenchm
ent,

” IS, 37-3 (W
inter 2012), pp. 7-51; Cam

pbell Craig et 
al., 

“Correspondence: D
ebating A

m
erican Engagem

ent: T
he Future of U

.S. Grand Strategy,

” IS, 38-2 (Fall 2013), 
pp. 181-199.

（
15
）　M

iller, 

“International Security,

” pp. 28-32.

（
16
）　Ibid., fn. 77-78.

（
17
）　M

ichael E. Brow
n, Sean M

. Lynn-Jones, and Steven E. M
iller, eds., E

ast A
sian Security (M

IT
 Press, 1996); M

ichael 
E. Brow

n et al., T
he R

ise of China (M
IT

 Press, 2000).

（
18
）　T

he U
nited States and China: A

 Batch from
 International Security, M

IT
 Press Batches, 2014, http://w

w
w

.
m

itpressjournals.org/page/U
SandChinaBatch, accessed on July 3, 2016.

（
19
）　

テ
ロ
リ
ズ
ム
や
核
拡
散
は
、
二
〇
〇
一
年
の
ミ
ラ
ー
の
総
説
論
文
で
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
例
外
的
に
、
核
拡
散
に
関
す

る
論
文
を
取
り
上
げ
た
注
が
二
つ
あ
る
。M

iller, 

“International Security,

” fn. 5 and 86.

（
20
）　M

ichael E. Brow
n et al., eds., G

oing N
uclear: N

uclear Proliferation and International Security in the 21st 
Century (M

IT
 Press, 2010); M

ichael E. Brow
n et al., eds., Contending w

ith T
errorism

: R
oots, Strategies, and 

R
esponses (M

IT
 Press, 2010); R

esponding to T
errorism

: A
 Batch from

 International Security, M
IT

 Press Batches, 
2014, http://w

w
w

.m
itpressjournals.org/page/T

errorism
Batch, accessed on July 3, 2016. 

た
だ
し
、
最
初
の
論
集
に
は
、

九
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
論
文
も
三
本
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　Conor Cruise O

ʼBrien, 

“Liberty and T
errorism

,
” IS, 2-2 (Fall 1977), pp. 56-67; T

hom
as C. Schelling, 

“Thinking 
A

bout N
uclear T

errorism
,

” IS, 6-4 (Spring 1982), pp. 61-77. 

（
22
）　T
he Editors, 

“Forew
ord.

” 

（
23
）　M

iller, 

“International Security,

” fn. 5, 88. 

次
の
資
料
も
参
照
。
“Index to V

olum
es 1, 2 and 3,

” IS, 4-1 (Sum
m

er 
1979), pp. 144-150; 

“Index to V
olum

e 4,

” IS, 5-1 (Sum
m

er 1980), pp. 206-208.

（
24
）　Baldw

in, 

“Security Studies,

” p. 125.

（
25
）　Richard H

. U
llm

an, 

“Redefining Security,

” pp. 133, 134, IS, 8-1 (Sum
m

er 1983), pp. 129-153.
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（
26
）　M

arc A
. Levy, 

“Is the Environm
ent a N

ational Security Issue?

” p. 40, IS, 20-2 (Fall 1995), pp. 35-62.

（
27
）　M

iller, 

“International Security,

” fn. 89.
（
28
）　Sean M

. Lynn-Jones and Steven E. M
iller, eds., G

lobal D
angers: Changing D

im
ensions of International Security 

(M
IT

 Press, 1995).
（
29
）　M

ichael E. Brow
n et al., eds., N

ew
 G

lobal D
angers: Changing D

im
ensions of International Security (M

IT
 Press, 

2004).

（
30
）　Buzan and H

ansen, T
he E

volution, pp. 189-191. 

次
の
文
献
も
参
照
。
土
山
實
男
『
安
全
保
障
の
国
際
政
治
学
』
第
二
版
、

有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
、
第
三
章
、
武
田
康
裕
「
第
９
章　

安
全
保
障
の
非
軍
事
的
側
面
」
防
衛
大
学
校
安
全
保
障
学
研
究
会
編
『
安
全

保
障
学
入
門
』
新
訂
第
四
版
、
亜
紀
書
房
、
二
〇
〇
九
年
。

（
31
）　M

iller, 

“International Security,

” fn. 81-83.

（
32
）　M

ichael E. Brow
n et al., eds., N

ationalism
 and E

thnic Conflict (M
IT

 Press, 1997) and rev. ed. (2001).

（
33
）　Roland Paris, 

“Hum
an Security: Paradigm

 Shift or H
ot A

ir?

” p. 98, IS, 26-2 (Fall 2001), pp. 87-102.

（
34
）　Stefan Elbe, 

“HIV
/A

ID
S and the Changing Landscape of W

ar in A
frica,

” IS, 27-2 (Fall 2002), pp. 159-177; Gregory 
D

. K
oblentz, 

“Biosecurity Reconsidered: Calibrating Biological T
hreats and Responses,

” IS, 34-4 (Spring 2010), pp. 
96-132.

（
35
）　M

iller, 

“International Security,

” p. 6. 

（
36
）　W

alt, 

“The Renaissance,

” p. 221; Betts, 
“Strategic Studies,

” p. 17.

（
37
）　T

he Editors, 

“Forew
ord.

” 

（
38
）　M

iller, 

“International Security,

” pp. 8-12.

（
39
）　

“Subm
ission guidelines,

” Quarterly Journal: International Security, Belfer Center for Science and International 
A

ffairs, H
arvard U

niversity, http://belfercenter.ksg.harvard.edu/project/58/quarterly_journal.htm
l?page_

id=150&
parent_id=46, accessed on June 29, 2016. 

（
40
）　M

iller, 

“International Security,

” p. 10.
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（
41
）　Ibid., pp. 12-13.

（
42
）　Ibid., fn. 25.

（
43
）　Ibid., p. 12.

（
44
）　Ibid., pp. 10, 11, fn. 15.

（
45
）　Ibid., fn. 6-9.

（
46
）　W

orld W
ar I: A

 Batch from
 International Security, M

IT
 Press Batches, 2014, http://w

w
w

.m
itpressjournals.

org/page/W
W

IBatch, accessed on July 3, 2016.

（
47
）　
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
で
『
Ｉ
Ｓ
』
の
全
文
テ
キ
ス
ト
を
検
索
し
た
結
果
、「
“professor of history

”」
を
含
む
論
文
の
数
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
っ
た
。
二
二
本
（
一
九
八
一
～
九
〇
年
）、
九
本
（
一
九
九
一
～
二
〇
〇
〇
年
）、
お
よ
び
四
本
（
二
〇
〇
一
～
一
〇
年
）。

（
48
）　M

iller, 

“International Security,

” pp. 10, 22-25, 32-33.

（
49
）　Ibid., pp. 23-24, fn. 55-58, 60.

（
50
）　Ibid., pp. 32-37. 

そ
の
原
因
と
し
て
、
ミ
ラ
ー
編
集
長
は
、
冷
戦
の
終
結
、
世
代
間
交
替
、
政
治
学
部
や
公
共
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
連
す
る
研
究
所
の
創
設
、
お
よ
び
政
治
学
に
お
け
る
理
論
的
業
績
の
必
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。Ibid., pp. 33-34.

（
51
）　

国
際
関
係
論
の
他
の
雑
誌
と
比
べ
る
と
、『
Ｉ
Ｓ
』
で
は
リ
ア
リ
ズ
ム
を
扱
っ
た
論
文
の
全
体
に
占
め
る
割
合
が
高
い
。
そ
の
割
合

の
推
移
を
見
る
と
、
最
低
だ
っ
た
の
は
一
九
八
六
年
の
二
％
、
最
高
だ
っ
た
の
は
一
九
九
五
年
と
二
〇
〇
〇
年
の
三
一
％
で
あ
り
、
そ
れ

以
降
（
二
〇
〇
七
年
ま
で
）
の
割
合
は
約
二
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。D

aniel M
aliniak et al., 

“International Relations in the U
S 

A
cadem

y,

” fn. 26, International Studies Q
uarterly, 55-2 (2011), pp. 437-464.

（
52
）　M

iller, 

“International Security,

” fn. 64-67, 91-96, 98.

（
53
）　M
ichael E. Brow

n, Sean M
. Lynn-Jones, and Steven E. M

iller, eds., T
he Perils of A

narchy: Contem
porary R

ealism
 

and International Security (M
IT

 Press, 1995); M
ichael E. Brow

n, Sean M
. Lynn-Jones, and Steven E. M

iller, eds., 
D

ebating the D
em

ocratic Peace (M
IT

 Press 1996); M
ichael E. Brow

n et al., eds., T
heories of W

ar and Peace (M
IT

 
Press, 1999); M

ichael E. Brow
n et al., eds., O

ffense, D
efense, and W

ar (M
IT

 Press, 2004); M
ichael E. Brow

n et al., 
eds., D

o D
em

ocracies W
in their W

ars? (M
IT

 Press, 2011).
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（
54
）　M

iller, 

“International Security,

” p. 37.

（
55
）　

一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
の
国
際
関
係
論
の
雑
誌
の
調
査
に
よ
る
と
、『
Ｉ
Ｓ
』
に
お
け
る
政
策
に
関
連
す
る
論
文

の
割
合
は
三
割
か
ら
六
割
ま
で
の
間
を
推
移
し
て
お
り
、
他
の
雑
誌
と
比
べ
て
高
か
っ
た
。M

aliniak et al., 

“International 
Relations in the U

S A
cadem

y,

” p. 457.
（
56
）　Joseph Lepgold, 

“Is A
nyone Listening? International Relations T

heory and the Problem
 of Policy Relevance,

” 
pp. 48-49, Political Science Q

uarterly, 113-1 (Spring 1998), pp. 43-62.

（
57
）　

第
一
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
雑
誌
と
し
て
、
レ
ッ
プ
ゴ
ー
ル
ド
は
、
次
の
国
際
関
係
論
と
政
治
学
の
雑
誌
を
挙
げ
て
い
る
。

International O
rganization; International Studies Q

uarterly; W
orld Politics; T

he A
m

erican Political Science 
R

eview
. Ibid. 

ベ
ッ
ツ
に
よ
る
一
九
九
七
年
の
論
文
に
よ
れ
ば
、『
Ｉ
Ｓ
』
は
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
も
時
折
読
ま
れ
て
い
る
学
術
雑
誌

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
発
行
部
数
は
第
一
グ
ル
ー
プ
の
雑
誌
『
国
際
組
織
（International O

rganization

）』
の
五
割
増
し
か
ら
八
割

増
し
ま
で
の
間
で
推
移
し
て
き
た
と
い
う
。Betts, 

“Strategic Studies,

” p. 32.

（
58
）　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
政
策
形
成
者
に
と
っ
て
役
に
立
つ
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
理
論
モ
デ
ル
や
定
量
的
研
究
よ
り
も
事
例
研
究
を
挙
げ

る
研
究
者
の
方
が
多
い
。M

aliniak et al., 

“International Relations in the U
S A

cadem
y,

” pp. 457-458. 

国
際
安
全
保
障
研
究

が
数
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
も
歴
史
的
事
例
研
究
を
好
む
の
は
、
政
策
関
連
性
と
学
術
的
要
請
の
両
方
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
し

て
い
る
。W

æ
ver, 

“Tow
ards a Political Sociology,

” p. 655.

（
59
）　Jack Snyder, 

“Richness, Rigor, and Relevance in the Study of Soviet Foreign Policy,

” p. 90, IS, 9-3 (W
inter 

1984-1985), pp. 89-108.

（
60
）　M

aliniak et al., 

“International Relations in the U
S A

cadem
y,

” fn. 25.

（
61
）　Christopher Layne, 

“Kant or Cant: T
he M

yth of the D
em

ocratic Peace,

” IS, 19-2 (Fall 1994), pp. 5-49; John M
. 

O
w

en, 

“How
 Liberalism

 Produces D
em

ocratic Peace,
” IS, 19-2 (Fall 1994), pp. 87-125.

民
主
的
平
和
論
の
第
二
世
代
に
つ

い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。
ジ
ョ
ー
ジ
、
ベ
ネ
ッ
ト
『
社
会
科
学
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
』
第
二
章
。A

rie M
. K

acow
icz, 

“Case 
Study M

ethods in International Security Studies,

” pp. 118-119, D
etlef F. Sprinz and Y

ael W
olinsky-N

ahm
ias, eds., 

M
odels, N

um
bers and Cases: M

ethods for Studying International R
elations (T

he U
niversity of M

ichigan Press, 
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2004), pp. 107-125.
（
62
）　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
Ｌ
．
ジ
ョ
ー
ジ
「
第
４
章　

歴
史
学
、
政
治
学
に
お
け
る
事
例
研
究
と
過
程
追

跡
」
コ
リ
ン
・
エ
ル
マ
ン
、
ミ
リ
ア
ム
・
フ
ェ
ン
デ
ィ
ア
ス
・
エ
ル
マ
ン
編
『
国
際
関
係
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
歴
史
学
と
政
治
学
の

対
話
』
宮
下
明
聡
ほ
か
訳
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年 [Colin Elm

an and M
iriam

 Fendius Elm
an, eds., Bridges and 

Boundaries: H
istorians, Political Scientists, and the Study of International R

elations (M
IT

 Press, 2001)]

。

（
63
）　M

iller, 
“International Security,

” fn. 100-101. 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
後
に
次
の
文
献
が
出
版
さ
れ
た
。

エ
ル
マ
ン
、
エ
ル
マ
ン
編
『
国
際
関
係
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』。

（
64
）　M

iller, 

“International Security,

” fn. 97, 99.

（
65
）　Peter J. K

atzenstein and N
obuo O

kaw
ara, 

“Japan, A
sian–Pacific Security, and the Case for A

nalytical Eclecticism
,

” 
IS, 26-3 (W

inter 2001/02), pp. 153-185; N
ina T

annenw
ald, 

“Stigm
atizing the Bom

b: O
rigins of the N

uclear T
aboo,

” 
IS, 29-4 (Spring 2005), pp. 5-49; A

aron L. Friedberg, 

“The Future of U
.S.-China Relations: Is Conflict Inevitable?

” 
IS, 30-2 (Fall 2005), pp. 7-45; Stacie E. Goddard, 

“When Right M
akes M

ight: H
ow

 Prussia O
verturned the 

European Balance of Pow
er,

” IS, 33-3 (W
inter 2008/09), pp. 110-142; Y

asuhiro Izum
ikaw

a, 

“Explaining Japanese 
A

ntim
ilitarism

: N
orm

ative and Realist Constraints on Japanʼs Security Policy,

” IS, 35-2 (Fall 2010), pp. 123-160.

（
66
）　

従
来
的
と
批
判
的
な
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
相
違
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。T

ed H
opf, 

“The Prom
ise of 

Constructivism
 in International Relations T

heory,
” IS, 23-1 (Sum

m
er 1998), pp. 171-200.

（
67
）　John J. M
earsheim

er, 

“The False Prom
ise of International Institutions,

” fn. 128, IS, 19-3 (W
inter 1994-1995), pp. 

5-49; A
lexander W

endt, 

“Constructing International Politics,

” IS, 20-1 (Sum
m

er 1995), pp. 71-81.

（
68
）　
『
Ｉ
Ｓ
』
に
掲
載
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
論
文
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。V

alerie M
. H

udson and A
ndrea D

en Boer, 

“A Surplus of M
en, a D

eficit of Peace: Security and Sex Ratios in A
siaʼs Largest States,

” IS, 26-4 (Spring 2002), pp. 
5-38; Richard C. Eichenberg, 

“Gender D
ifferences in Public A

ttitudes tow
ard the U

se of Force by the U
nited 

States, 1990-2003,

” IS, 28-1 (Sum
m

er 2003), pp. 110-141; Bradley A
. T

hayer and V
alerie M

. H
udson, 

“Sex and the 
Shaheed: Insights from

 the Life Sciences on Islam
ic Suicide T

errorism
,

” IS, 34-4 (Spring 2010), pp. 37-62.



22

法学研究 89 巻 11 号（2016：11）

（
69
）　V

alerie M
. H

udson et al., 

“The H
eart of the M

atter: T
he Security of W

om
en and the Security of States,

” p. 29, 
IS, 33-3 (W

inter 2008/09), pp. 7-45.
（
70
）　Buzan and H

ansen, T
he E

volution, pp. 162-163.
（
71
）　M

aliniak et al., 

“International Relations in the U
S A

cadem
y,

” p. 439; Peter J. K
atzenstein, Robert O

. K
eohane, 

and Stephen K
rasner, 

“International O
rganization and the Study of W

orld Politics,

” p. 678, International 
O

rganization, 52-4 (A
utum

n 1998), pp. 645-685. 

宮
岡
勲
「
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
―
実
証
研
究
の
方
法
論
的
課
題
」
日
本

国
際
政
治
学
会
編
、
田
中
明
彦
、
中
西
寛
、
飯
田
敬
輔
編
『
日
本
の
国
際
政
治
学　

第
１
巻　

学
と
し
て
の
国
際
政
治
』
有
斐
閣
、
二
〇

〇
九
年
一
月
、
七
七
―
九
二
頁
。

（
72
）　A

ndrew
 Bennett, A

haron Barth, and K
en Rutherford, 

“Do W
e Preach W

hat W
e Practice? A

 Survey of M
ethods 

in Political Science Journals and Curricula,

” fn. 6, PS: Political Science and Politics, 36-3 (July 2003), pp. 373-378. 

（
73
）　Ibid., p. 376. 

一
九
九
四
年
か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
の
期
間
で
調
べ
た
他
の
調
査
で
も
、
数
理
モ
デ
ル
を
使
っ
た
論
文
は
皆
無
で

あ
っ
た
。Lisa L. M

artin, 
“The Contributions of Rational Choice: A

 D
efense of Pluralism

,

” p. 70, IS, 24-2 (Fall 1999), 
pp. 74-83.

（
74
）　Stephen M

. W
alt, 

“Rigor or Rigor M
ortis? Rational Choice and Security Studies,

” IS, 23-4 (Spring 1999), pp. 
5-48. 

こ
の
分
野
で
は
、
と
く
にA

m
erican Journal of Political Science

やA
m

erican Political Science R
eview

な
ど
政
治
学

全
般
を
扱
っ
た
雑
誌
が
目
立
つ
。

（
75
）　M

ichael E. Brow
n et al., eds., R

ational Choice and Security Studies: Stephen W
alt and H

is Critics (M
IT

 Press, 
2000).

（
76
）　M

iller, 

“International Security,

” fn. 25; Brow
n, Lynn-Jones, and M

iller, eds., D
ebating the D

em
ocratic Peace; Brow

n 
et al., eds., D

o D
em

ocracies W
in their W

ars? 

（
77
）　

ジ
ョ
ー
ジ
、
ベ
ネ
ッ
ト
『
社
会
科
学
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
』
第
二
章
、
と
く
に
注
９
。

（
78
）　Bennett, Barth, and Rutherford, 

“Do W
e Preach W

hat W
e Practice?

” p. 376.

（
79
）　M

iller, 

“International Security,

” p. 6. 

臼
井
に
よ
れ
ば
、「
ア
メ
リ
カ
の
平
和
研
究
は
、
こ
の
Ｊ
Ｃ
Ｒ
と
と
も
に
拡
大
・
普
及
し
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た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
い
う
。
初
期
の
『
Ｊ
Ｃ
Ｒ
』
に
お
い
て
ミ
シ
ガ
ン
大
学
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
が
、
そ
の
編
集
は
一
九
七
三
年
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
移
っ
た
。
臼
井
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
平
和
研
究
」
一
〇
七
―
一
〇
九
頁
。

（
80
）　

論
文
の
比
率
を
求
め
る
際
、
論
文
の
総
数
は
、
ど
ん
な
論
文
に
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
不
定
冠
詞
「
ａ
」
で
全
文
検
索
し
た
。

（
81
）　M

iller, 

“International Security,

” p. 7. 

レ
ッ
プ
ゴ
ー
ル
ド
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
と
と
も
に
『
安
全
保
障
研
究
』
も
国
際
関
係
論
の
第
二

グ
ル
ー
プ
「
問
題
志
向
の
パ
ズ
ル
」
に
分
類
し
て
い
る
。Lepgold, 

“Is A
nyone Listening?

” p. 49.　

な
お
、
こ
の
雑
誌
は
、
ロ
ン

ド
ン
で
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
事
務
局
は
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
の
国
際
安
全
保
障
研
究
所
に
置
か
れ
て
い
る
。 

“Editorial 
Board,

” Security Studies, T
he online platform

 for T
aylor &

 Francis Group content, http://w
w

w
.tandfonline.com

/
action/journalInform

ation?show
=editorialBoard&

journalCode=fsst20#.V
4D

Em
5Y

ebSc, accessed on July 24, 2016.

（
82
）　M

aliniak et al., 
“International Relations in the U

S A
cadem

y,

” fn. 25, 26, p. 457; M
artin, 

“The Contributions of 
Rational Choice,

” p. 70.

（
83
）　T

hom
as G. M

ahnken, 
“The Future of Strategic Studies,

” p. x, T
he Journal of Strategic Studies, 26-1 (M

arch 
2003), pp. x-xviii.　

創
刊
時
の
副
編
集
長
に
よ
れ
ば
、
同
誌
が
多
様
な
学
問
分
野
か
ら
の
投
稿
を
歓
迎
し
な
が
ら
「
戦
略
の
歴
史
的
研

究
と
戦
略
的
な
問
題
と
争
点
の
同
時
代
の
学
術
的
分
析
」
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
と
い
う
。John Gooch, 

“The Past of Strategic 
Studies,

” p. v, T
he Journal of Strategic Studies, 26-1 (M

arch 2003), pp. v-ix. 

（
84
）　

現
代
の
戦
略
研
究
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。
ジ
ョ
ン
・
ベ
イ
リ
ス
ほ
か
編
『
戦
略
論
―
現
代
世
界
の
軍
事
と
戦
争
』
石
津
朋

之
監
訳
、
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年 [John Baylis et al., eds., Strategy in the Contem

porary W
orld: A

n Introduction to 
Strategic Studies, 2nd ed. (O

xford U
niversity Press, 2007)]

。

（
85
）　Bruce Russett and T

aylor A
rnold, 

“Who T
alks, and W

hoʼs Listening? N
etw

orks of International Security Studies,

”  
p. 596 (Figure 4), Security D

ialogue, 41-6 (D
ecem

ber 2010), pp. 589-598.

（
86
）　

引
用
パ
タ
ー
ン
が
似
て
い
る
平
和
研
究
の
専
門
誌
は
次
の
と
お
り
。Journal of C

onflict R
esolution; Journal of P

eace 
R

esearch; Conflict M
anagem

ent and Peace Science. 

次
の
文
献
は
、
平
和
研
究
の
専
門
誌
と
し
て
最
初
の
二
誌
に
言
及
し
て
い

る
。Singer, 

“An A
ssessm

ent of Peace Research,

” p. 134; M
iller, 

“International Security,

” p. 6.

（
87
）　

ミ
ラ
ー
の
『
Ｉ
Ｓ
』
総
説
論
文
で
安
全
保
障
研
究
の
専
門
誌
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
次
の
雑
誌
は
、
引
用
パ
タ
ー
ン
が
似
て
い
る
。
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International Security; Security Studies; Journal of Strategic Studies; Survival; Bulletin of A

tom
ic Scientists.

『
Ｉ
Ｓ
』

は
、
と
く
にSecurity Studies

と
の
類
似
性
が
高
い
一
方
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
は
政
治
学
や
国
際
関
係
論
に
も
っ
と
も
接
近
し
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
レ
ッ
プ
ゴ
ー
ル
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
戦
略
研
究
所
が
発
行
し
て
い
る
雑
誌Survival

を
第
三
グ
ル
ー
プ
「
事

例
志
向
研
究
」
に
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
外
交
問
題
評
議
会
が
発
行
す
る
雑
誌Foreign A

ffairs

を
第
四
グ
ル
ー
プ
「
政
策
形
成
」
に
分

類
し
て
い
る
。Lepgold, 

“Is A
nyone Listening?

” pp. 49-50.

（
88
）　

引
用
パ
タ
ー
ン
が
似
て
い
る
ポ
ス
ト
実
証
主
義
的
な
国
際
関
係
論
の
雑
誌
は
次
の
と
お
り
。A

lternatives; M
illennium

; R
eview

 
of International Studies.

（
89
）　Russett and A

rnold, 

“Who T
alks,

” p. 589.

（
90
）　

平
和
研
究
は
、
ブ
ザ
ン
と
ハ
ン
セ
ン
が
指
摘
し
て
い
た
と
お
り
積
極
的
平
和
と
い
う
概
念
を
取
り
入
れ
て
研
究
の
対
象
や
方
法
を
拡

大
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
最
初
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
て
平
和
学
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
現
在
の
平
和
学
に
つ
い
て

は
た
と
え
ば
次
の
文
献
を
参
照
。Paul Rogers, 

“Peace Studies,

” Alan Collins ed., Contem
porary Security Studies, 2nd ed. 

(O
xford U

niversity Press, 2010), pp. 69-83; Peter Law
ler, 

“Peace Studies,

” Paul D
. W

illiam
s, ed., Security Studies: 

A
n Introduction, 2nd ed. (London: Routledge, 2013), pp. 77-92. 

平
和
研
究
と
平
和
学
の
違
い
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。

Ibid., pp. 83-84. 

高
柳
先
男
『
戦
争
を
知
る
た
め
の
平
和
学
入
門
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
―
一
二
頁
。

（
91
）　

“ISA
ʼs Sections,

” ISA
ʼs hom

epage, http://w
w

w
.isanet.org/ISA

/Sections, accessed on July 3, 2016.　

各
部
会
は
、

一
九
七
〇
年
代
の
初
め
に
設
立
さ
れ
た
。Buzan and H

ansen, T
he E

volution, pp. 93, 150.

（
92
）　D

eborah A
vant et al., 

“Introduction,

” Journal of G
lobal Security Studies, 1-1 (February 2016), pp. 1-3.


